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2013 年，我が国の平均寿命は，男性 80歳，

女性 86歳で，いずれも過去最高を更新し，男

性が初めて 80歳を超え，世界でも長生きの国

になっている。

このような長寿社会において，「生きがい」

をもって生活するために，健康であることは

極めて重要なことと言える。

そこで，本稿では，健康とヘルスプロモー

ション，健康教育と保健学習，参加型学習の

概念とライフスキルを育む授業実践等を示し，

これからの健康教育を充実させるための一助

としたい。

世界保健機関は，1948 年，健康を次のよ

うに定義している。

また，1986 年，新しい健康観に基づく

21世紀健康戦略において，ヘルスプロモー

ションを，次のように定義している。

健康教育を考えるとき，まずは，これら

の定義を念頭に置く必要がある。

1997 年，保健体育審議会は，答申の中で，

健康教育の目標を次のように定義している。

また，健康教

育を，学校保健・

学校安全・学校

給食とし，それ

らを総合的に捉

えている。

このうち，学

校保健の内容を

図１に示した。

健康教育の具体的な取組
－ライフスキルを育む授業実践－

指導資料

２ 健康教育の目標と学校保健

１ 健康とヘルスプロモーションの定義

健康とは，病気ではないとか，弱って

いないということではなく，肉体的に

も，精神的にも，そして，社会的にも，

全てが満たされた状態にあること

人々が自らの健康とその決定要因を

コントロールし，改善することができる

ようにするプロセス

図１ 学校保健の内容

時代を超えて変わらない健康課題や

日々生起する健康課題に対して，一人一

人がよりよく解決していく能力や資質

を身に付け，生涯を通して健康で安全な

生活を送ることができるようにする。



－2－

前ページで示したことを背景として，健康

教育の具体的な取組の一つである保健学習で

育成すべき資質・能力は，「生涯を通じて自

らの健康を適切に管理し，改善していく資質

や能力」と捉えられている。

保健学習で育成すべき資質・能力を踏ま

え，小・中・高等学校，12年間の保健学習

の内容を系統的に示したものが図２である。

「より実践的に，科学的に，総合的に」

という考え方を大切にしつつ，各学校段階

で適切に指導することが肝要である。

児童生徒が学習過程に能動的に参加する

学習を参加型学習といい，保健学習におい

ても，このような学んだ知識を活用する学

習活動（５－(2) 参照）が望まれている。

これからの変化の激しい時代を生き抜く

ために必要な資質・能力を身に付けるには，

教師による一方向的な講義形式だけでは十

分ではない。児童生徒が能動的に学ぶこと

によって，問題解決能力，論理的思考力，

コミュニケーションスキル等の汎用的能力

の育成を図る必要がある。その学習方法と

して，課題学習，ケーススタディ，ロールプ

*1) 文部科学省『「生きる力」を育む小学校保健教育の手引き』平成 25年

レイング，ブレインストーミング等がある。

この参加型学習は，図３に示すように,

アメリカのナショ

ナルトレーニン

グ研究所による

と学んだ知識の

定着度が高くな

ることが分かっ

ている。

(1) ライフスキル

1993 年，世界保健機関精神保健部局は，

ライフスキルを次のように定義している。

また，川畑（2005）によれば，ライフ

スキルは，図４にある五つのスキルに分

類できるとしている。

なお，次の(2)では，図４にある意志決

定スキルを活用した参加型学習による

「性に関する指導」の授業実践を示す。

*2) Ｎational Ｔraining Ｌaboratories『Ｔhe Ｌearning Ｐyramid』

*3) 川畑徹朗編著『ＪＫＹＢ ライフスキル教育プログラム』 2005 東山書房

４ 参加型学習

５ ライフスキルを育む授業実践

３ 保健学習の体系イメージ

図２ 保健学習の体系イメージ

*1)

日常生活で生じる様々な問題や要

求に対して，建設的かつ効果的に対処

するために必要な心理社会的能力で

ある。

*3)

図４ 五つのライフスキルの関係

図３ ラーニング・ピラミッド

*2)



－3－

性に関わる危険行動を避けよう！題材

○ 危険行動に伴う様々な影響があることに気付くことができる。
目標 ○ 危険行動を避けるためには，意志決定スキルが大切であることを，確認すること

ができる。

過程 学 習 活 動 □：教師の説明 ■：留意事項等 準備

１ 危険行動にはどのようなものがある 資料１
か確認する。

」(1) 配付された資料１ 危険行動カード「
が同じ物同士５人でグループをつくる。導入

(2) 「 」に書いてある(10分) 危険行動カード
内容は，どのような危険行動が起こ
り得るか。また，どのような影響が
あるかをグループで話し合う。

２ 本時の学習目標について理解する。

危険行動に伴う様々な影響を予測
して，適切な意志決定をすることが
大切であることに気付こう！

３ 危険度を評定する。 資料２
ワークシート(1) 資料２「どんなことが起こるか

のケースについて，どの程度な？」
ワークシート危険と考えるか評定し，

「 」危険行動とその影響を予測する
に記入する。

４ Ｎｏ．１～Ｎｏ．３のケースについて 資料２
付箋起こり得る危険行動とその影響を挙げる。

(1) 模造紙資料２「どんなことが起こるか
マジックな？」のケースについて，起こり得

る危険行動とその影響をブレインス
展開 トーミングを使って話し合う。

(2) 付箋を短期的な危険行動とその影(30分)

響や，長期的な危険行動とその影響
等に分類して模造紙に整理する。

模造紙５ 考えられる危険行動とその影響を発
ワークシート表する。

(1) 模造紙を黒板に掲示し，それぞれ
のケースにおいて起こり得る危険行
動とその影響を発表する。

ワークシート「危険行動とその影(2)
のメモ欄に，発表内響を予測する」

容を必要に応じて記入する。
ワークシート６ 再度，危険度を評定する。

資料２「どんなことが起こるかな？」
のケースについて，どの程度危険と考
えるか再度評定し，そう考えた理由を
ワークシート「危険行動とその影響を

の理由欄に記入する。予測する」

７ 危険行動とその影響を予測すること
ワークシートの大切さを確認する。
掲示資料(1) 危険行動を予測することの大切さ

終末 を確認し，意志決定のステップを復
習する。(10分)

ワークシート「危険行動とその影(2)
の今日のまとめの欄響を予測する」

， 。に記入し グループや全体で発表する

【Ａ中学校における実践例 題材：「性に関わる危険行動を避けよう！」（50分）】

□ みんなが持っているカードに書いてあることは，

「危険行動」と言い，自分たちの健康を損なったり，

安全を脅かしたり，周囲の人や社会に迷惑や害を及

ぼしたりする行動です。

■

ダー，発表，記録，時間管理，道具）をさせる。

□ ５段階評定は，全く危険を感じない場合は，１に○

を付けます。絶対に避けなければならない状況だと感

じた場合は５に○を付けます。

□ 今日は，実際のケースについて，どのような危険行

動が起こり得るか，また，どのような影響があるのか

予測してみましょう。

■ Ｎｏ．１～３のケースを各グループで一つ，主体的

に決めさせるが，あまり偏らないように配慮する。

□ それぞれのケースについて，ブレインストーミン

グをします。思いついたものを声に出して言ってか

ら付箋を貼ってください。間近の危険行動だけでな

く，周りの人のことや将来のことなども含めて，ど

んな影響があるか考えましょう。まずは，５分間，

やってください。終わらないときは伸ばします。

■ ブレインストーミングの際は，「批判厳禁」，「質よ

り量」，「自由奔放」，「相乗りＯＫ」を確認する。

■ 机間を周りながら，「再評定とそう考えた理由」を

確認し，特徴的なものを記録して発表させる。

□ 「再評定とそう考えた理由」を，発表できる人は，

ぜひ，発表してください。

■ 掲示資料「意志決定の基本ステップ１・２・３」を

黒板に掲示する。

□ 特に，「ＴＨＩＮＫ」のステップを大切にしてくだ

さい。危険行動やその影響を避けることができます。

資料１「危険行動カード」 資料２ どんなことが起こるかな？

危険行動カード（アイスブレイク用）

全く運動をしない 長時間テレビを見る 長時間パソコンを使う

絶食してやせる 日常的にジュースを水代

わりに飲む

夜中に食べる

自転車の並列走行 自転車の傘さし運転 無灯火で自転車に乗る

インターネット上に自分

の情報を公開する

ネットに顔写真を公開し

て友達を募集する

メールで知り合った異性

と会う

壁などに落書きをする 他人の傘を勝手に使う レジを通らないで品物を

持ち帰る

風邪が早く治るように薬

の量を２倍飲む

同級生にたばこを吸うよ

うに勧める

知らない人からもらった

「やせる薬」を飲む

※ １枚ずつ切り離して使用する。児童生徒にランダムに１枚ずつ取らせる。

※ 空欄は学校の実態に応じて，危険行動を記入して使用する。

(2) 意志決定スキルを活用した参加型学習(「性に関する指導」の授業実践)
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意志決定の基本ステップ１・２・３

ＳＴＥＰ１ 赤信号「止まって」

ＳＴＥＰ２ 黄信号「考えて」

ＳＴＥＰ３ 青信号「決めよう」

何について決めなければならない

のか

どんな選択肢があるのか，複数考え

るその選択をした場合どんな結果にな

るか

○ プラス面は何か

○ マイナス面は何か

一番良いと思うことを決定する

ＳＴＯＰ

ＴＨＩＮＫ

ＧＯ

(3) 参加型学習の構成上の留意点

時に参加型学習には「活動あって学び

し。」という批評がある。これは，学習

活動が目標達成に向けた構成になってい

ないためだと思われる。構成する際には

次のような点に留意したい。

成熟社会を迎えた今日，これからの児童生

徒に育成すべき資質・能力を育んでいくため

には，参加型学習による「ライフスキルを育

む授業実践」が望まれる。児童生徒にとって，

その学びの中で，「あっ,こう考えればいいの

か。」と気付く。「ああ，そうか。ふに落ち

た。」と思わせる。そんな授業を実践してほ

しい。今まさに，変化の激しい時代に乗り遅

れない教師の資質・能力が問われている。
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ワークシート「危険行動とその影響を予防する」

参加型学習の構成上の留意点

・ 児童生徒の「気付き」が目標達成

につながるように学習活動や発問

等を工夫する。

・ ロールプレイングやブレインストー

ミング等は，児童生徒が真剣に取り

組むように，なぜ，その活動をする

のか根拠を示す。

・ 児童生徒の拡散した思考をまと

め，目標と整合させるとともに，こ

れからの生き方に反映させるため

のメッセージや自宅での復習用の

リーフレット（学習資料等）を配付

する。

提示資料 「意志決定の基本ステップ１・２・３」


